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最初に全体の整合性を保証する設計方法…それがDOA

アプリケーションを設計する際、何から最初に手をつけるべきでしょうか。
一般に、画面帳票イメージと処理設計から着手することが多いようですが、このやり方は、最初にどのような処理になるかを考え、その後に
処理に必要なデータを設計することになります。しかし、これはデータの重複を誘発し、システムのメンテナビリティを低下させます。
そこで、データ総研では、データ構造を先に設計し、全体整合性を保持することを提唱しています。
このような、データ構造を中心に考えるシステム設計のことを、データ中心アプローチ（Data Oriented Approach）といいます。
私たちデータ総研は、このデータ中心アプローチ（DOA）の考え方に基づくデータ設計サービスをご提供しています。

データ総研では、データ設計の際、ファイルとファイルやデータとデータの関係を可視化するために、データモデルを使用します。
データモデルを用いて調査結果や検討内容を可視化することにより、多くの検討メンバでの合意形成を実施しやすくし、検討の品質を高める
ことができます。
また、データモデルでは、データ間の整合性を重視します。これは、言い換えると業務フローや処理フローだけでは調整の難しい、実施タイミ
ングの異なる業務間・プロセス間での整合性を保証することになるのです。

データ設計の⼿順
「現状分析→新規設計→論理設計→物理設計・開発→テスト」という流れのうち、「現状分析→新規設計→論理設計」の部分がデータ設計
サービスの対象フェーズです。

受注票

現状I/Oを収集し、データ項
目、エンティティを抽出します。

抽出したデータ項目、エンティ
ティをデータモデルで表します。

現状分析の際に発見した問
題点・課題をまとめます。

課題を解決できるよう改善して、
新しいデータモデルを作成しま
す。また、新規データ定義書も
作成します。

物理テーブル構造に対応
する論理構造を設計します。
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モデルの表記方法が標準化されているため、プロジェクトメンバ間で容易かつ正確にモデル共有ができます。エンティティ配置ルールの標準化

重複を排除し、同じ意味のファイル・データ項目を1個所で管理するという原則の基にデータを設計します。
これにより、管理するデータ項目を最小限に抑え、無駄な処理の重複をなくします。

One Fact In One Place

システムを刷新する場合でも、ビジネス領域が変わらない限り、データは現状の約80％をそのまま再利用でき
ます。したがって、現状を重視することで、効率的かつ正確にデータ設計できます。

現状分析重視

システムの実装要件を切り離し、ユーザの業務要件にフォーカスしたデータ仕様を設計します。
めまぐるしく変わる実装要件の影響を受けない、本質的な業務の構造が浮き彫りになります。

実装独⽴設計（概念設計の重視）

データ総研によるデータ設計の特徴

データ設計の主な成果物

新規論理データモデルに対する各論理ファイルのレイアウト定義。新規論理データ定義書

新規概念データモデルに対し、物理テーブル化の範囲および構造を表したモデル。新規論理データモデル

新規概念データモデルに対する、エンティティ・データ項目の定義。意味・定義域・桁数等を示します。新規データ定義書

現状概念データモデルに対し、採用した課題解決案を反映した、新規の概念データモデル。 （To-Beモデル）新規概念データモデル

データ分析から得られた課題の一覧。課題⼀覧

物理ファイル構造ではなく、現状業務で使われているデータの意味的な構造を表したモデル。 （As-Isモデル）現状概念データモデル

記載の団体名、仕様名などは各社の登録または登録商標です。

確かな方法論
私たちデータ総研は、数々のデータ設計プロジェクトをご支援しています。このサービスに関わるノウハウを、各ドキュメントの作成技法と方法論にまとめ、保有
しています。これらを元に、あらゆる企業におけるデータ設計サービスを実施いたします。

『技法と方法論』
【システム開発方法論】 DOA-RAD

システム開発における要件定義工程の標準化を策定する場合、核となる方法論です。手順・成果物ノウハウを適用します。

【ビジネスデータモデル作成技法】 PLAN-DB
初心者を含む技術者が、データモデルを記述するための技法です。業務データ仕様の可視化標準に適用します。

【ビジネスプロセスモデル作成技法】 PLAN-PROC
初心者を含む技術者が、プロセスモデルを記述するための技法です。業務プロセス仕様の可視化標準に適用します。

【ビジネスデータのコード設計技法】 PLAN-CODE
データ構造の要となるコードの設計技法です。アプリケーション設計標準に適用します。

【コード統一・マスター統合方法論】 PLAN-MASTER
企業レベルでのマスターデータ整備をする場合、核となる方法論です。手順・成果物ノウハウを適用します。取引先・商品等、業務間・企業間で共有

するマスタのコード統一・統合を行い、SCM・CRM・連結会計など、広域情報連携のためのデータインフラ基盤を築きます。

データ設計サービス適用局⾯例
データ設計サービスは以下のような局面でご利用いただけます。

１．サプライチェーンやグループ共同購買、人事経理シェアードサービス構築などの企業間でのシステム統合に伴うデータ設計
２．基幹システムなどの業務システム構築での要件定義や設計フェーズでのデータ設計
３．データウエアハウス構築におけるデータウエアハウス設計


